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ⓒ JAHIS 2018

１．国の政策動向

3

ⓒ JAHIS 2018

未来投資戦略2017では、Society 5.0の実現に向けて、5つの戦略分野を
指定し、その筆頭が「健康・医療・介護」 分野

出典：日本経済再生本部 「未来投資戦略2017 Society 5.0の実現に向けた改革」
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/keizaisaisei/index.html ※平成29年6月9日

未来投資戦略２０１７
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ⓒ JAHIS 2018

データヘルス改革推進計画・工程表

出典：第2回 データヘルス改革推進本部 （資料１ 国民の健康確保のためのビッグデータ活用推進に関するデータヘルス改革推進計画）
http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000173037.html ※平成29年7月28日

5

厚生労働省でデータヘルス改革推進本部が立ち上がり、健康・ 医療・介護のデー
タの有機的な連結に向け「 ICT インフラの抜本改革」などの取り組みが始まる。

ⓒ JAHIS 2018

出典：第2回 データヘルス改革推進本部 （資料１ 国民の健康確保のためのビッグデータ活用推進に関するデータヘルス改革推進計画）
http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000173037.html ※平成29年7月28日

データヘルス改革推進計画・工程表

6

2020年度を目処に健康・医療・介護ICTの基盤を本格稼働させる目標



ⓒ JAHIS 2018

２．保健福祉システム部会の体制

7

ⓒ JAHIS 2018 8

部会長 高橋 弘明（ＮＴＴデータ）

副部会長 成清 智常（日立製作所）

副部会長 岩井 俊介
（キヤノンメディカルシステムズ）

副部会長 岡田 明（ＥＭシステムズ）

運営幹事 松谷 正俊（ＮＴＴデータ）

※保健福祉システム担当

事務局部長 平井 健二

部会長 高橋 弘明（ＮＴＴデータ）

副部会長 成清 智常（日立製作所）

副部会長 岩井 俊介
（キヤノンメディカルシステムズ）

副部会長 岡田 明（ＥＭシステムズ）

運営幹事 松谷 正俊（ＮＴＴデータ）

※保健福祉システム担当

事務局部長 平井 健二

委員長 田中 良樹 （富士通）

副委員長 濱島 健一 （ＮＴＴデータ）
副委員長 安田 典弘 （日本電気）

副委員長 北山 健児 （富士通）

委員長 田中 良樹 （富士通）

副委員長 濱島 健一 （ＮＴＴデータ）
副委員長 安田 典弘 （日本電気）

副委員長 北山 健児 （富士通）

保健福祉システム部会の体制 （1/3）

地域医療システム委員会地域医療システム委員会

医療介護連携WG医療介護連携WG

リーダ 光城 元博 （日立製作所）リーダ 光城 元博 （日立製作所）

地域医療連携IHE－ITI検討WG地域医療連携IHE－ITI検討WG

リーダ 足立 重平 （日本電気）リーダ 足立 重平 （日本電気）

地域医療連携画像検討WG地域医療連携画像検討WG

リーダ 北山 健児 （富士通）リーダ 北山 健児 （富士通）

地域医療連携診療文書標準化WG地域医療連携診療文書標準化WG

リーダ 濱島 健一 （ＮＴＴデータ）リーダ 濱島 健一 （ＮＴＴデータ）

保健福祉システム部会保健福祉システム部会

H30.1現在



ⓒ JAHIS 2018

健康情報技術WG健康情報技術WG

ﾃﾞｰﾀ分析･活用ﾓﾃﾞﾙ検討WGﾃﾞｰﾀ分析･活用ﾓﾃﾞﾙ検討WG

委員長 鹿妻 洋之（オムロンヘルスケア）

副委員長 木内 邦光 （ｷﾔﾉﾝﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑｽﾞ）
副委員長 井上 裕之 （ＮＴＴデータ）

委員長 鹿妻 洋之（オムロンヘルスケア）

副委員長 木内 邦光 （ｷﾔﾉﾝﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑｽﾞ）
副委員長 井上 裕之 （ＮＴＴデータ）

リーダ 木内 邦光 （ｷﾔﾉﾝﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑｽﾞ）リーダ 木内 邦光 （ｷﾔﾉﾝﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑｽﾞ）

リーダ 岩田 淳也 （日立製作所）リーダ 岩田 淳也 （日立製作所）

JAHIS-日本HL7協会合同
健康診断結果報告書規格WG
JAHIS-日本HL7協会合同
健康診断結果報告書規格WG

リーダ 木内 邦光 （ｷﾔﾉﾝﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑｽﾞ）リーダ 木内 邦光 （ｷﾔﾉﾝﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑｽﾞ）

健康支援システム委員会健康支援システム委員会

保健福祉システム部会の体制 （2/3） H30.1現在
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ⓒ JAHIS 2018

委員長 金本 昭彦 （日本コンピューター）

副委員長 今井 敏彦 （日本電気）
副委員長 田中 秀和 （日本電気）
副委員長 丸山 隆司 （富士通）

委員長 金本 昭彦 （日本コンピューター）

副委員長 今井 敏彦 （日本電気）
副委員長 田中 秀和 （日本電気）
副委員長 丸山 隆司 （富士通）

後期高齢者WG後期高齢者WG

リーダ 田中 卓 （富士通）リーダ 田中 卓 （富士通）

リーダ 岩田 孝一 （日本電気）リーダ 岩田 孝一 （日本電気）

リーダ 大村 周久 （富士通）リーダ 大村 周久 （富士通）

リーダ 鴻谷 則和 （日立ｼｽﾃﾑｽﾞ）リーダ 鴻谷 則和 （日立ｼｽﾃﾑｽﾞ）

障害者総合支援WG障害者総合支援WG

リーダ 細谷 佳絵 （富士通）リーダ 細谷 佳絵 （富士通）

リーダ 河野 大輔 （富士通）リーダ 河野 大輔 （富士通）

福祉システム委員会福祉システム委員会

介護保険事務処理ｼｽﾃﾑWG介護保険事務処理ｼｽﾃﾑWG

国保都道府県化WG国保都道府県化WG

介護事業者連携WG介護事業者連携WG

子ども子育て支援WG子ども子育て支援WG

保健福祉システム部会の体制 （3/3） H30.1現在
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ⓒ JAHIS 2018

３．平成２９年度の取り組み状況

11

ⓒ JAHIS 2018

（１） 地域の保健・医療・福祉・介護の連携に不可欠なICTの活用を前提とした地
域包括ケアシステムの推進のため、施設間や多職種間での連携データの標準
化・普及やＰＨＲの実現に向け、関係省庁事業への参加や行政機関、関係団
体への積極的な提言を実施し、業界のビジネスの創出を図る。

（２） 予防・健康管理の推進のため、引き続き関係機関・団体と連携し検討会等
に委員を派遣する等、各種健診関連システムの普及やデータヘルス計画の効
果的な実施に資する活動・提言を実施する。またヘルスソフトウェア、ビックデ
ータ分析、PHRの活用等に関連した調査や提言を行い、健康情報活用ビジネ
スの創出・拡大を図る。

（３） 平成28年度から開始された番号制度への各種対応に加え、現在検討が進
められている医療等分野における番号制度について、関係機関と連携を図り
、情報システム分野の専門家として効率的なシステム構想を提言していく。

（４） JAHIS他部門の委員会等との連携による積極的な情報収集に基づく会員へ
の情報提供、関係省庁・関係機関・学会への積極的提言を実施する。

平成２９年度の取り組み方針
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ⓒ JAHIS 2018

日本医師会 等

ＭＥＤＩＳ－ＤＣ 等

委員会・ＷＧ等

関連工業会・団体関連工業会・団体

日本人間ドック学会 等

保健福祉システム部会では、国の制度変更に対応した新たな実証事業、検討会等に参画
するとともに、各種セミナ・講演会・勉強会等を開催し会員への情報提供を実施

部会

会員会社会員会社

中央省庁・自治体 等

学会等学会等

ユーザー・団体ユーザー・団体

行政行政

ＨＬ７・ＩＨＥ 等

標準化団体標準化団体

活動状況

国民健康保険中央会 等

審査支払機関審査支払機関

対外活動対外活動

・講演/演者

・検討会/委員
会等の委員

・雑誌/新聞等
のインタビュー

等
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ⓒ JAHIS 2018

■厚生労働省／「介護のシゴト魅力向上懇談会」への委員派遣
対応期間：2017年4月～2018年3月
対応内容：介護の仕事や職場の魅力向上を更に進めるため、業務プロセスの改善と

テクノロジー（介護ロボット・ICT等）の活用による業務負担の軽減、生産性
の向上等について、先進的な現場の実践を踏まえた議論を行う。

対応者 ：金本委員長（福祉システム委員会） 他

■厚生労働省／「介護サービスにおける情報通信技術活用実証研
究事業」への委員派遣

対応期間： 2018年１月～3月
対応内容： 介護サービス事業者間における情報の共有化に当たって必要となる情報

（記録）の現状と課題及び今後のあり方について検討を行う。また、介護
事業者間連携を進めるための情報共有の仕組みの構築に向けた検討を
行う。

対応者 ：金本委員長（福祉システム委員会） 他

活動状況（委員活動１）
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ⓒ JAHIS 2018

■厚生労働省／「地域における医療・介護の連携強化に関する調
査研究」への委員派遣

対応期間： 2017年11月～2018年3月
対応内容： 健康・医療・介護分野におけるマスターデータの分析調査等を行い、ビッ

クデータ活用推進に向けた提言を取りまとめる。
対応者 ：光城ＷＧリーダー（医療介護連携ＷＧリーダ）

■ 総務省／「クラウドＥＨＲ事業」へのオブザーバ派遣
対応期間： 2017年5月～7月
対応内容： 「クラウド型EHR高度化事業」において、各地域で実装するEHR実装の共

通仕様をIHE-J技術仕様およびJAHIS実装ガイドベースでとりまとめる検討
会議に対し、策定内容に関して標準化の観点から助言を行う

対応者： 森田委員長（地域医療システム委員会） 他

活動状況（委員活動２）
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ⓒ JAHIS 2018

■国民健康保険中央会／「障害者総合支援事務処理システム検
討会」への委員派遣

対応期間： 2017年2月～9月
対応内容：①介護保険法に基づく制度改正にかかる事務処理に関する検討

②事務処理システムの標準的仕様についての検討
③その他、事務処理の運用に関し必要となる検討

対応者 ：金本委員長（福祉システム委員会） 他9名

■国民健康保険中央会／「障害者総合支援審査事務研究会」へ
の委員派遣

対応期間：2017年4月～2018年3月
対応内容：障害者総合支援法並びに児童福祉法の改正法が成立。平成27年12月

の社会保障審議会・障害者部会からの提言を踏まえ、審査支援機能の強
化に向けて市町村等における審査事務の現状等を確認する。また、給付
費の審査をより効果的・効率的に実施できるよう、審査事務について当研
究会で検討する。

対応者 ： 金本委員長（福祉システム委員会）

活動状況（委員活動３）
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ⓒ JAHIS 2018

■国民健康保険中央会／「介護保険事務処理システム検討会」へ
の委員派遣

対応期間：2017年1月～9月
対応内容：国民健康保険中央会（中央会）に設置される検討会に参加する。

①介護保険法に基づく制度改正にかかる事務処理に関する検討
②事務処理システムの標準的仕様についての検討
③その他、事務処理の運用に関し必要となる検討

対応者 ：金本委員長（福祉システム委員会） 他

■国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構／
「保育事業のＩｏT技術利用によるデータベース及びプラットフォーム
の検討会」への委員派遣

対応日時： 2017年11月～2018年3月
対応内容：子ども子育て分野について、保育園の現場の生産性の向上及びIoT技術

活用の取り組みが遅れており、また市町村と保育園のデータのやり取りが
紙ベースが主流のため、データ連携の標準化が求められている。業務プロ
セスの検証や情報の共有化等について業務効率化に向け検討する。

対応者： 金本委員長 （福祉システム委員会）

活動状況（委員活動４）
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ⓒ JAHIS 2018

■日本人間ドック学会／第三期特定健診・特定保健指導の円滑な
実施に向けた説明会

対応期間： 2017年7月
対応内容： 特定健診・特定保健指導健診データ取り扱いおよび費用請求等に関する

システム変更の解説
対応者： 鹿妻委員長（健康支援システム委員会）

■愛知県健康づくり振興事業団／愛知県特定健診・保健指導研
修会

対応期間：2017年7月
対応内容：平成30年度に向けた特定健診・保健指導とデータヘルス計画の準備

「健診・保健指導データとレセプトデータ」分析のエッセンス
ITネットワークを主としたスマートヘルスケア

対応者： 鹿妻委員長（健康支援システム委員会）

活動状況（講演・演者１）
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ⓒ JAHIS 2018

■医療経済研究機構／シンポジウム参加
対応期間：2017年9月
対応内容：医療・介護連携ICT分野におけるJAHISの調査研究・標準化活動を紹介し

たうえで、「イノベーション創出型ヘルスケア産業」をテーマにパネルディス
カッションを行う。

対応者 ：光城ＷＧリーダ（医療介護連携ＷＧ）

■関西学院大学／人間福祉学部講義「人間福祉情報論」へのゲス
トスピーカー

対応期間：2017年12月
対応内容：人間福祉学部の講義「人間福祉情報論」にて、ゲストスピーカー（講師）と

して参加し、介護・福祉とICT等について講演を行う。
対応者 ：金本委員長（福祉システム委員会）

活動状況（講演・演者２）
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ⓒ JAHIS 2018

【地域医療システム委員会】
地域医療連携における経過記録構造化記述規約 Ver1.0

→ ＪＡＨＩＳ標準 （2017年8月）

地域医療連携における経過記録、サマリ、レポート、メモ（在宅時）の連携ニー
ズが高まっている。各診療文書で共通であるべき情報は「診療文書構造化記
述規約共通編Ver1.0」でまとめられており、今回は連携ニーズの高い経過記
録及びメモ（経過記録の一部として）について、個別編規約として定義を行っ
た。

IHE-ITIを用いた医療情報連携基盤実装ガイド本編 Ver.3.1
→ ＪＡＨＩＳ技術文書 （2018年1月）

地域医療情報連携基盤を構築するために、厚生労働省標準規格「HS031 地
域医療連携における情報連携基盤技術仕様」を用いることを定め、何に留意
すべきか、規格をどのように解釈すべきかなど、どのように実装するかを明確
に記述した。

活動状況（標準化１）
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ⓒ JAHIS 2018

【健康支援システム委員会】
健康診断結果報告書規格 Ver2.0

→ 作業項目提案 （更改作業に着手）

2015年3月に制定された健康診断結果報告書規格Ｖ１．０の更改作業に着
手。各種の健康診断結果報告書を総合的にカバーした健診データファイルフ
ォーマットの標準化。2017年5月の「特定健診情報ファイル仕様説明書Ｖ３に
伴う対応。

活動状況（標準化２）
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ⓒ JAHIS 2018

４．平成３０年度の取り組み方針
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ⓒ JAHIS 2018

◇ 「全国保健医療情報ネットワーク」を活用した地域の保健・医療・
福祉・介護の連携、また施設間や多職種間での連携データの標
準化・普及に向けた活動・提言

◇ 「保健医療データプラットフォーム」及び保健医療ビッグデータ活
用推進に向け、健診関連システムの普及やデータヘルス計画の
効果的な実施に資する活動・提言

◇ 新被保険者番号、オンライン資格確認等を活用した新たな保健
医療サービス実現に向けた活動・提言

平成３０年度の取り組み方針（案）
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 積極的な情報収集に基づく会員への情報提供

 関係省庁事業への参加や行政機関、関係団体への積極的な提言

 積極的な情報収集に基づく会員への情報提供

 関係省庁事業への参加や行政機関、関係団体への積極的な提言

健康で豊かな国民生活を保健医療福祉情報システムが支えます

ⓒ JAHIS 2018

今後とも保健福祉システム部会への
ご支援をよろしくお願い致します。

ご静聴、誠に有難うございました。


